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水
魔
・
各
地
で
猛
り
狂
う

新
聞
記
事
が
伝
え
る
「
28
水
」

［
出
征
旗
］

本
資
料
は
、
13
歳
の
少
年
が
陸
軍
少
年

飛
行
兵
と
し
て
出
征
す
る
際
に
寄
せ
書
き

さ
れ
た
出
征
旗
で
す
。
少
年
の
父
親
の
ほ

か
、
卒
業
し
た
尋
常
小
学
校
の
先
生
や
同

級
生
な
ど
か
ら
寄
せ
書
き
さ
れ
て
お
り
、

少
年
飛
行
兵
を
鼓
舞
す
る
「
制
空
」「
空

之
神
兵
」
と
い
っ
た
言
葉
が
並
ん
で
い
ま

す
。当

時
、
日
本
兵
と
し
て
出
征
す
る
際
に

は
、
そ
の
家
族
や
友
人
な
ど
が
「
武
運
長

久
」
の
思
い
を
込
め
日
の
丸
に
寄
せ
書
き

し
、
徴
収
さ
れ
た
兵
士
は
こ
れ
を
大
事
に

抱
え
て
出
征
し
て
い
き
ま
し
た
。

少
年
飛
行
兵
を
送
り
出
す
言
葉

そ
の
思
い
と
共
に
戦
地
へ

親族や恩師、同級生からの激励の言葉が並ぶ

［
昭
和
28
年
水
害

　
　
　
新
聞
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ
］

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
６
月
25
日
か

ら
29
日
に
か
け
て
、
九
州
北
部
地
方
を
中

心
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
が
発
生
し
、

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
水
害
は
現
在
「
28
水
」
と
呼
ば
れ
、

未み

曽ぞ

有う

の
大
水
害
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

本
資
料
は
久
留
米
市
や
筑
後
川
に
関
す

る
記
事
を
中
心
に
し
つ
つ
、
遠
賀
川
や
室

見
川
、
佐
賀
市
や
大
分
県
日
田
市
に
関
す

る
も
の
も
収
め
て
い
ま
す
。
写
真
と
と
も

に
「
水
魔
、む
ざ
ん
の
足
跡
」「
狂
乱
の
『
水

魔
』
な
お
去
ら
ず
」
と
い
っ
た
見
出
し
が
、

当
時
の
衝
撃
や
緊
迫
感
を
伝
え
ま
す
。

［
河
北
家
資
料
（
第
５
次
）］

本
資
料
は
、
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）

に
、
ビ
ル
マ
派
遣
菊
八
九
〇
八
部
隊
吉
開

隊
所
属
の
松
田
弘
之
氏
か
ら
、
篠
山
国
民

学
校
４
年
赤
組
の
河
北
明
子
、
小
城
啓

子
、
藤
井
千
春
、
下
村
澄
子
の
４
名
宛
に

送
ら
れ
た
軍
事
郵
便
は
が
き
で
す
。
学
校

か
ら
、
慰
問
と
し
て
戦
地
に
手
紙
や
品
物

を
送
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
に
返
信
さ
れ
た

も
の
で
、
河
北
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

差
出
人
の
住
所
に
あ
る
「
ビ
ル
マ
派
遣

ビ
ル
マ
戦
線
か
ら
の
便
り

戦
地
と
銃
後

思
い
は
一
つ

昭和 28 年水害新聞記事スクラップ（表紙）

ビルマからの便り

菊
八
九
〇
八
部
隊
」
は
、
久
留
米
で
編

成
さ
れ
た
第
十
八
師
団
の
所
属
部
隊
で

す
。
第
十
八
師
団
は
精
鋭
部
隊
と
し
て
知

ら
れ
、
通
称
名
「
菊
」
が
与
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
は
が
き
が
出
さ
れ
た
昭
和
18
年

頃
の
ビ
ル
マ
の
戦
況
は
過
酷
で
し
た
。
翌

19
年
に
は
、
凄
惨
な
こ
と
で
有
名
な
イ
ン

パ
ー
ル
作
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
が
き
に
は
、
仏
塔
、
植
物
、
ゾ
ウ
や

ト
ラ
な
ど
の
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
を
織
り
交

ぜ
て
、
赴
任
地
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
先
生
や
父
母
の
絵
を
入
れ
て
綴

ら
れ
、「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
の
文
字
と
イ
ラ

ス
ト
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。


